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（平成19年） 
●自立と協働のまちづくり 
　　平成１９年度町政執行基本方針……………Ｐ2～3 
●３月定例会議会報告……………………………Ｐ4 
●新入学おめでとう………………………………Ｐ5

　３月１３日、西会津中学校の卒業式が行われ、深 
谷哲三校長から９５名の卒業生に卒業証書が手渡さ 
れました。 
　慣れ親しんだ校舎を後にする卒業生は、蘇った３ 
年間の思い出に、目を潤ませていました。 
　式終了後、卒業生はクラスごとに合唱や友人と記 
念撮影をするなどして、３年間苦楽を共にした友人 
や先生そして後輩との別れを惜しんでいました。 

3年間の思い出、胸いっぱいに 3年間の思い出、胸いっぱいに 
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◆新しい時代に対応した農林業の振興 

◆商工業の振興による 

　　　　若者が定着できる環境づくり 

◆高速交通時代に対応した 

　　　　　　　　　　　経済基盤整備 

◆ＩＣＴ社会に対応したまちづくり 

                 農
業
の
振
興
 

　
平
成
　
年
度
か
ら
健
康
な
土
づ
く

り
と
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
よ
る
高
付
価

値
農
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
安
全
で
安
心
な
農
作
物
へ
の
消
費
 

者
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
健
康
志
向
 

の
中
、
本
町
の
ミ
ネ
ラ
ル
米
や
野
菜
 

は
、
市
場
で
の
評
価
も
年
々
高
く
な
 

っ
て
き
ま
し
た
が
、
生
産
拡
大
・
安
 

定
供
給
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
 

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
 

認
定
農
業
者
や
中
核
農
家
、
ミ
ネ
ラ
 

ル
野
菜
普
及
会
、
構
造
改
革
特
区
で
 

参
入
し
た
企
業
、
生
産
組
織
や
集
落
 

営
農
組
織
な
ど
意
欲
あ
る
担
い
手
を
、
 

生
産
、
流
通
、
販
売
、
経
営
全
般
に
 

わ
た
り
、
平
成
　
年
度
も
引
き
続
き
、
 

                 積
極
的
に
支
援
・
育
成
し
、
さ
ら
な
 

る
生
産
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
県
の
補
 

助
事
業
を
導
入
し
、
整
備
を
進
め
て
 

い
る
耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
の
冬
 

期
間
の
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
取
り
組
み
 

を
推
進
し
、
通
年
栽
培
を
確
立
し
て
 

い
き
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
基
本
 

で
あ
る
堆
肥
の
確
保
の
課
題
に
つ
い
 

て
は
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
近
隣
地
域
か
ら
 

良
質
な
牛
糞
堆
肥
の
確
保
を
図
り
、
 

農
家
へ
供
給
で
き
る
体
制
を
検
討
し
 

て
い
き
ま
す
。
 

　
今
後
も
畜
産
振
興
と
あ
わ
せ
健
康
 

な
土
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
農
業
所
 

得
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
 

一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 林
業
の
振
興
 

　
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
維
 

持
し
、
豊
か
な
森
林
環
境
を
健
全
な
 

状
態
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
 

森
林
環
境
交
付
金
事
業
を
実
施
し
て
 

い
き
ま
す
。
 

　
小
中
学
生
や
町
民
を
対
象
と
し
た
 

森
林
学
習
や
体
験
事
業
の
実
施
と
、
 

県
産
間
伐
材
を
利
活
用
し
た
遊
具
の
 

設
置
と
、
森
林
環
境
の
保
全
を
目
的
 

と
し
た
里
山
林
回
復
事
業
を
推
進
し
 

て
い
き
ま
す
。
 

  Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
 

　
現
在
、
国
に
お
い
て
は
「
い
つ
で
 

も
」「
ど
こ
で
も
」「
何
で
も
」「
誰
で
 

も
」
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
を
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
る
社
会
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
 

ネ
ッ
ト
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
施
 

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
中
山
間
・
過
疎
地
域
な
 

ど
の
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
は
、
 

都
市
と
比
較
し
て
情
報
通
信
に
大
き
 

な
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
 

た
中
、
本
町
で
は
公
設
・
公
営
に
よ
 

る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
核
と
し
た
情
 

報
通
信
基
盤
の
整
備
を
行
う
と
と
も
 

に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
 

　
今
後
さ
ら
に
高
度
な
情
報
化
社
会
 

が
到
来
す
る
こ
と
が
目
前
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
で
は
、
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
町
 

　今日の社会情勢は、様々な分野で旧来型社会システムの再構築が進められ、量的緩和やゼロ金 

利解除など、バブル経済の崩壊を契機としたデフレ時代は終息したとの見方が強まる一方で、人 

口減少・老年人口の倍増など、これからの社会を形成していく上で、非常に憂慮すべき事態とな 

っており、これまでの経済を優先とした画一的なシステムや体制を変えていかなければならない 

状況にあります。 

　このような転換期にあって、町民の皆さんが希望を持ち、安心して生活できる町を築くために、 

町民・議会・行政のそれぞれが意識改革をし、そしてそれぞれが役割を果たし、協働の作業によ 

り、真の豊かさを実感できるまちづくりを進めていくことが重要です。 

　このため、平成19年度は、自立と協働を基本に、まちづくりを進めていきます。本号では、平 

成19年度の重点事業についてお知らせします。 
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◆保健・医療・福祉の連携による 

　　　　　　生涯を通じた健康づくり 

◆安心して暮らせる福祉のまちづくり 

◆雪に強い快適な生活基盤づくり 

◆安全で快適な生活環境づくり 

◆生涯学習の充実による 

　　　　　　　人間性豊かな人づくり 

◆生涯スポーツによる健康づくり 

◆芸術文化の振興と 

　　　　　　　文化遺産の調査、保存 

◆創造性を育む交流事業 

民
の
皆
さ
ん
が
等
し
く
高
度
情
報
化

の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
情
報
化
の
伸
展
に
伴
い
地
域
の

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
に
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
高
度
化
を
計
画
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
昨
年
　
月
に
認
定
さ
れ
た
「
西
会
 

津
町
ユ
ビ
キ
タ
ス
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
再
 

生
計
画
」
に
基
づ
き
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
活
用
し
た
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・

地
域
の
活
性
化
方
策
等
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
 

い
て
は
、
平
成
　
年
度
に
お
い
て
町
 

内
全
域
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
 

聴
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
Ｓ
デ
 

ジ
タ
ル
・
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
 

い
て
も
早
期
に
視
聴
で
き
る
よ
う
整
 

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

 
平
成
　
年
度
は
、
自
主
放
送
（
さ
 

ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
や
放
送
設
備
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
各
種
情
報
化
 

施
策
の
推
進
に
あ
わ
せ
て
、
阿
賀
川
 

上
流
及
び
下
流
に
位
置
す
る
近
隣
町
 

村
と
の
連
携
を
図
り
、
広
域
的
な
情
 

報
化
施
策
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
 

い
き
ま
す
。
 

                 学
校
教
育
 

　
教
育
環
境
の
充
実
と
学
力
向
上
を
 

図
る
た
め
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
 

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、「
確
 

か
な
学
力
」「
生
き
る
力
」
を
育
成
し
 

て
い
き
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
度
も
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
シ
ッ
プ
教
育
を
推
進
し
、
「
自
ら
 

考
え
行
動
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
 

け
る
開
拓
者
精
神
と
自
立
心
」
を
養
 

っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手
、
国
際
 

交
流
員
を
継
続
配
置
し
、
中
学
生
を
 

は
じ
め
、小
学
生
や
保
育
所
児
童
、さ
 

ら
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
語
学
教
育
 

と
国
際
理
解
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
心
身
に
障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
 

に
、
学
習
支
援
員
を
町
単
独
で
配
置
 

                 し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
 

ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
 

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
対
す
る
指
導
の
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
複
式
緩
和
対
策
と
し
て
、

町
単
独
講
師
を
配
置
し
ま
す
。
 

 放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
 

　
野
沢
・
尾
野
本
小
学
校
の
児
童
を
 

対
象
と
し
た
「
ひ
だ
ま
り
子
ど
も
ク
 

ラ
ブ
」、奥
川
小
学
校
の
児
童
を
対
象
 

と
し
た
地
域
と
先
生
が
協
働
に
よ
り
 

活
動
し
て
い
る「
奥
川
こ
め
ら
っ
子
」
 

に
加
え
、
新
郷
・
群
岡
小
学
校
の
児
 

童
を
対
象
と
し
た
「
放
課
後
子
ど
も
 

ク
ラ
ブ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
単
位
 

に
設
置
し
て
い
き
ま
す
。
 

                 ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
 

　
平
成
　
年
度
か
ら
東
北
大
学
大
学

院
の
辻
一
郎
教
授
の
指
導
の
も
と
、
 

健
康
寿
命
延
伸
事
業
と
し
て
、
糖
尿
 

病
・
動
脈
硬
化
対
策
、
脳
卒
中
・
心
 

疾
患
対
策
、
肺
が
ん
対
策
、
高
齢
者
 

運
動
教
室
を
重
点
目
標
に
、
各
種
事
 

業
を
実
施
し
、
本
年
で
５
年
目
を
迎
 

え
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
度
は
、
従
来
の
各
種
事
 

業
に
加
え
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
 

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）予
防
や

平
成
　
年
度
に
予
定
し
て
い
る
「
百

歳
へ
の
挑
戦
パ
ー
ト
Ⅳ
」
に
向
け
た

事
業
の
評
価
・
検
証
と
し
て
の
運
動

機
能
の
評
価
や
女
子
栄
養
大
学
に
よ

る
栄
養
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

                 道
路
網
の
整
備
 

　
町
道
に
つ
い
て
は
、
野
沢
柴
崎
線
 

の
柴
崎
工
区
の
整
備
に
加
え
、
戸
中
 

工
区
の
本
格
工
事
を
開
始
し
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
下
 

野
尻
端
村
線
の
改
修
工
事
に
向
け
た
 

基
本
設
計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
 

  下
水
道
の
整
備
 

　
「
野
沢
処
理
区
」
及
び
「
野
尻
地
 

区
」
の
整
備
を
年
次
計
画
に
よ
り
進
 

め
る
ほ
か
、
小
規
模
集
落
を
対
象
と
 

し
た
「
個
別
排
水
処
理
事
業
」
に
つ
 

い
て
も
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
 

ま
す
。
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３
月
９
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
を
会
期
に
開
か
 

れ
た
３
月
議
会
定
例
会
は
、
条
例
の
改
正
や
平
成
　
年
 

度
補
正
予
算
、
平
成
　
年
度
当
初
予
算
な
ど
提
案
さ
れ
 

た
　
議
案
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
、
 

閉
会
し
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
町
長
か
ら
の
町
政
主
要
事
項
報
告
と
可
 

決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

20
19

30

12

18

                  町
政
主
要
事
項
報
告
 

 ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
 

　
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
 

化
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
デ
ジ
 

タ
ル
放
送
開
始
に
向
け
た
機
器
等
の
 

整
備
を
進
め
、
昨
年
　
月
　
日
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
試
験
放
送
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
の

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
も
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
を
大
幅
に
増
や
す
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
化
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
 

年
度
早
々
に
は
放
送
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
 

　
な
お
、
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
 

送
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
、
専
用
チ

ュ
ー
ナ
ー
で
あ
る
Ｓ
Ｔ
Ｂ（
セ
ッ
ト
・
 

                 ト
ッ
プ
・
ボ
ッ
ク
ス
の
略
）
を
取
り

付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
購
入

す
る
た
め
に
は
か
な
り
の
個
人
負
担

が
伴
う
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ

は
レ
ン
タ
ル
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
 

　
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
 

新
た
に
　
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
視
聴
で
き

る
特
別
契
約
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
デ
ジ
タ

ル
パ
ッ
ク
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方
は
、

こ
れ
ま
で
の
基
本
料
金
１
　
５
０
０

円
の
ほ
か
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
レ
ン
タ
ル

料
と
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
視
聴
に
伴
う
応

分
の
負
担
と
し
て
１
　
０
０
０
円
の

付
加
使
用
料
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。
 

                 　
自
主
放
送
「
さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
 

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
機
器
 

等
の
整
備
に
か
か
る
所
要
額
を
平
成
 

　
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。
 

  農
業
集
落
排
水
事
業
 

　
　
　
「
笹
川
地
区
」
の
完
成
 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
「
笹
川
地
区
」
 

に
つ
い
て
は
、
呼
賀
・
平
明
・
原
・
 

新
村
・
樟
山
の
５
集
落
約
１
０
０
戸
 

を
対
象
処
理
区
に
、
平
成
　
年
度
か
 

ら
６
年
の
歳
月
と
事
業
費
６
億
３
　
 

８
０
０
万
円
を
投
じ
、
整
備
を
進
め
 

て
き
ま
し
た
。
 

　
３
月
に
は
処
理
施
設
の
建
設
工
事
 

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
事
業
が
ま
も
 

な
く
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年
４
 

月
１
日
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
 

と
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
地
域
環
境
の
保
全
を
図
る
 

た
め
、
計
画
的
に
下
水
道
事
業
を
進
 

め
て
い
く
ほ
か
、
加
入
促
進
に
努
め
 

て
い
き
ま
す
。
 

  農
地
・
水
・
環
境
保
全
 

　
　
　
　
　
　
　
向
上
対
策
事
業
 

　
本
事
業
は
、
農
地
や
水
な
ど
の
資
 

源
の
保
全
と
そ
の
質
の
向
上
を
図
る
 

た
め
に
、
平
成
　
年
度
か
ら
農
林
水
 

産
省
の
補
助
事
業
と
し
て
、
新
た
に
 

実
施
さ
れ
る
事
業
で
す
。
 

　
現
在
、農
地
や
水
路
に
つ
い
て
は
、
 

農
家
を
中
心
と
し
た
地
域
の
共
同
の
 

取
り
組
み
と
し
て
管
理
を
行
っ
て
い
 

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
状
と
し
て
過
 

疎
化
や
高
齢
化
、
農
家
戸
数
の
減
少
 

等
に
よ
り
、
適
切
な
保
全
管
理
が
困
 

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
事
業
 

は
農
家
以
外
の
地
域
住
民
を
含
め
た
 

地
域
ぐ
る
み
の
組
織
に
対
し
、
農
業
 

用
水
路
の
管
理
や
修
繕
、
砂
利
補
充
 

等
に
よ
る
農
道
整
備
や
農
用
地
の
適
 

性
管
理
は
も
と
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
 

の
解
消
や
農
地
周
辺
の
除
草
、
そ
し
 

て
景
観
作
物
の
栽
培
や
花
植
え
な
ど
、
 

地
域
環
境
整
備
を
含
め
た
事
業
に
つ
 

い
て
、
資
材
費
や
諸
経
費
な
ど
に
交
 

付
金
が
交
付
さ
れ
、
５
年
間
継
続
さ
 

れ
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
国
の
要
綱
で
は
、
原
則
「
集
落
単
 

位
」で
の
実
施
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

本
町
で
は
町
内
全
域
で
取
り
組
ん
で
 

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
県
内
に
お
い
て
、
本
町
の
よ
う
に
 

町
内
全
域
で
取
り
組
む
事
例
は
な
く
、
 

本
町
の
取
り
組
み
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
 

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

　
集
落
・
地
域
の
自
立
意
識
の
向
上
 

と
と
も
に
、
住
民
自
ら
の
地
域
づ
く
 

り
、
町
づ
く
り
へ
と
発
展
す
る
よ
う
 

に
、
本
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

  可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
 

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
 

　
部
改
正
 

■
町
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
一
部
改
 

　
正
 

■
平
成
　
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会
 

　
計
・
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
 

　
計
ほ
か
９
特
別
会
計
）
 

■
平
成
　
年
度
予
算
（
一
般
会
計
・
 

　
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
ほ
 

　
か
　
特
別
会
計
）
 

■
町
道
の
認
定
 

■
字
の
区
域
の
変
更
 

■
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

　
規
約
の
変
更
 

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
 

　
の
同
意
（
田
崎
映
子
さ
ん
・
芝
草
）
 

12

27

19

27

19

13

19

,

,

,

1819
11
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（
３
月
　
日
現
在
・
敬
称
略
）
 

 野
沢
小
学
校
 

　
自
治
区
　
　
氏
　
名
　
（
保
護
者
）
 

　
１
町
内
　
高
波
　
朱
里
（
紀
子
）

　
３
町
内
　
齋
藤
　
　
崚
（
英
一
）
 

　
４
町
内
　
鈴
木
　
由
衣
（
貴
司
）
 

　
　
　
　
　
清
野
　
　
華
（
雅
子
）

　
　
　
　
　
長
谷
川
瑞
貴
（
修
太
）
 

　
５
町
内
　
金
子
　
昇
英
（
和
広
）
 

　
　
　
　
　
五
十
嵐
格
琉
（
 

愛
 

）
 

　
７
町
内
　
若
林
　
龍
星
（
和
弘
）
 

　
　
　
　
　
小
柴
　
羅
美
（
 

結
 

）
 

　
９
町
内
１
　
加
藤
　
孝
明
（
正
文
）
 

　
　
　
　
　
船
橋
　
桃
花
（
政
広
）
 

　
　
　
　
　
板
垣
　
真
世
（
 

武
 

）
 

　
９
町
内
２
　
五
十
嵐
倖
心
（
国
幸
）
 

　
　
　
　
　
今
井
　
　
萌
（
理
香
）
 

                　
下
小
屋
　
物
江
　
竜
平
（
一
夫
）
 

　
　
　
　
　
恒
吉
　
佑
哉
（
美
鈴
）
 

　
　
　
　
　
笠
間
　
　
捷
（
邦
浩
）
 

　
芝
　
草
　
薄
　
　
太
一
（
紀
夫
）
 

　
堀
　
越
　
伊
藤
　
紗
雪
（
純
一
）
 

　
　
　
　
　
伊
藤
　
瑞
基
（
康
広
）

　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
渓
（
 

実
 

）
 

　
　
　
　
　
齋
藤
　
竜
磨
（
和
彦
）
 

　
大
久
保
　
小
瀧
　
友
香
（
武
彦
）
 

　
　
牧
　
　
伊
藤
　
宏
臣
（
辰
夫
）
 

　
　
　
　
　
江
川
　
遥
人
（
貴
広
）
 

　
安
　
座
　
五
十
嵐
俊
平
（
久
美
）
 

　
　
　
　
　
二
瓶
　
義
恵
（
忠
親
）
 

　
　
　
　
　
平
野
　
龍
聖
（
 

健
 

）
 

　
西
　
原
　
伊
藤
　
瑠
威
（
和
弘
）
 

　
橋
　
屋
　
上
野
　
真
実
（
善
弘
）
 

　
戸
　
中
　
石
井
　
崇
章
（
亮
一
）
 

　
　
　
　
　
高
橋
　
志
暢
（
仁
志
）
 

　
西
林
東
　
折
笠
　
詩
音
（
文
信
）
 

 尾
野
本
小
学
校
 

　
西
　
原
　
渡
部
　
　
楓
（
美
香
）
 

　
萱
　
本
　
齋
藤
　
龍
敬
（
敬
顕
）
 

　
　
　
　
　
須
藤
　
裕
樹
（
正
光
）
 

　
　
　
　
　
鈴
木
　
茉
瑚
（
信
昭
）
 

　
　
　
　
　
新
田
　
健
人
（
新
也
）
 

　
　
　
　
　
秦
　
美
沙
希
（
貞
継
）
 

　
尾
　
登
　
原
　
　
優
香
（
裕
妃
）
 

　
下
小
島
　
佐
藤
　
美
咲
（
正
徳
）
 

　
西
　
林
　
平
野
　
絵
梨
（
弘
幸
）
 

　
　
　
　
　
小
野
寺
朝
弥
（
ま
り
子
）
 

　
西
林
東
　
長
谷
川
歩
夢
（
勝
善
）
 

　
縄
　
沢
　
大
田
沙
莉
奈
（
一
人
）
 

　
青
　
坂
　
三
留
　
　
愛
（
照
男
）
 

　
黒
　
沢
　
渡
部
　
美
来
（
照
幸
）
 

　
１
町
内
　
赤
城
　
凛
香
（
雅
也
）
 

 群
岡
小
学
校
 

　
上
野
尻
　
中
島
　
萌
花
（
敏
治
）
 

　
　
　
　
　
船
橋
　
優
也
（
広
美
）
 

　
　
　
　
　
市
橋
明
香
里
（
修
一
）
 

　
端
　
村
　
加
藤
　
勝
博
（
 

勝
 

）
 

　
　
　
　
　
高
津
　
芽
吹
（
友
一
）
 

 新
郷
小
学
校
 

　
平
　
明
　
薄
　
み
な
み
（
一
茂
）
 

　
　
原
　
　
平
田
　
恭
子
（
恵
子
）
 

　
樟
　
山
　
武
藤
　
史
明
（
修
一
）
 

 奥
川
小
学
校
 

　
新
　
町
　
熊
倉
　
美
咲
（
友
和
）
 

　
松
　
峯
　
矢
部
　
明
穂
（
哲
也
）
 

　
中
　
町
　
矢
部
　
彩
音
（
正
浩
）
 

　
梨
　
平
　
長
谷
川
　
鈴
（
喜
夫
）
 

  　
平
成
　
年
度
に
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

や
大
会
で
活
躍
し
た
児
童
生
徒
な
ど

の
功
績
を
た
た
え
る
町
教
育
顕
彰
表

彰
式
が
２
月
　
日
、
西
会
津
中
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
個
人
】
 

鈴
木
健
大
郎
く
ん
（
新
郷
小
５
年
）
 

　
県
川
柳
賞
で
児
童
奨
励
賞
 

薄
上
智
華
さ
ん
（
尾
野
本
小
６
年
）
 

　
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
 

　
ー
ル
県
審
査
会
特
選
 

石
川
実
咲
さ
ん
（
西
会
津
中
１
年
）
 

　
県
中
学
校
水
泳
選
手
権
大
会
１
年
 

　
生
女
子
　
Ｍ
自
由
形
第
２
位
 

五
十
嵐
圭
く
ん
（
西
会
津
中
２
年
）
 

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
 

　
大
会
男
子
Ｂ
１
１
０
Ｍ
Ｈ
第
２
位
 

佐
藤
郁
美
さ
ん
（
西
会
津
中
２
年
）
 

　
県
中
学
校
体
育
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
 

　
リ
ー
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
部
第
７
位

星
善
之
く
ん
（
西
会
津
中
２
年
）
 

　
県
下
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
暗
唱
 

　
の
部
第
４
位
 

土
田
健
斗
く
ん
（
西
会
津
中
２
年
）
 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
県
中
学
校
放
送
コ
ン
テ
 

　
ス
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
放
送
大
賞
 

鈴
木
芽
生
さ
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
 

　
県
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
女
子
共
 

　
通
砲
丸
投
げ
第
６
位
 

鈴
木
翔
太
く
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
 

　
県
中
学
校
体
育
大
会
剣
道
男
子
個
 

　
人
の
部
ベ
ス
ト
８
 

高
橋
佳
純
さ
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
 

　
中
学
生
「
税
に
関
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
東
北
大
会
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
 

上
野
早
紀
さ
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
 

　
県
中
学
校
水
泳
選
手
権
大
会
３
年
 

　
生
女
子
　
Ｍ
平
泳
ぎ
第
１
位
 

生
方
春
奈
さ
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
 

　
県
中
学
校
水
泳
選
手
権
大
会
３
年
 

　
生
女
子
　
Ｍ
背
泳
ぎ
第
２
位
 

伊
東
実
さ
ん
（
会
津
美
里
町
）
 

　
町
の
文
化
財
調
査
に
貢
献
 

【
団
体
】
 

尾
野
本
小
（
全
日
本
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
 

ー
ジ
大
賞
県
代
表
）
 

西
会
津
中
メ
デ
ィ
ア
部
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
 

国
中
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
ラ
ジ
オ
番
 

組
部
門
優
良
賞
）
 

西
会
津
中
剣
道
部
（
東
北
中
学
校
体
育
 

大
会
男
子
団
体
第
５
位
）
 

西
会
津
中
特
設
合
唱
部
（
全
日
本
合
唱
 

コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
奨
励
賞
）
 

西
会
津
中
（
県
小
・
中
学
校
音
楽
祭
第
 

３
部
学
校
賞
・
県
た
な
ば
た
展
学
校
賞
）
 

23

18

27
50

5050
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けんたい 

   ◎
あ
つ
ま
っ
会
（
精
神
デ
イ
ケ
ア
）
 

　
仲
間
と
の
会
話
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
 

ン
、
調
理
、
畑
作
業
な
ど
を
通
し
て
、
 

自
立
し
た
生
活
や
就
業
に
向
け
た
生
活
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
で
す
。
今
よ
り
豊
 

か
な
生
活
を
目
指
そ
う
と
い
う
方
を
支
 

援
し
て
い
ま
す
。
 

時
間
…
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
１
時
ま
で
 

　
　
　
（
月
に
１
〜
２
回
）
 

場
所
…
保
健
セ
ン
タ
ー
 

        ◎
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
会
（
精
神
保
健
 

　
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

　
こ
こ
ろ
の
病
を
も
つ
方
々
が
自
分
ら
 

し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
 

り
を
目
指
し
て
、
定
例
会
や
学
習
会
の
 

ほ
か
、
精
神
デ
イ
ケ
ア
「
あ
つ
ま
っ
会
」
 

や
月
に
１
回
自
主
的
に
「
さ
す
け
ね
ぇ
 

サ
ロ
ン
」
を
町
公
民
館
で
行
い
、
憩
い
 

の
場
を
提
供
し
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
 

ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
 

ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
│
２
３
０
６
 

  　
う
つ
病
は
、
性
格
的
に
生
真
面
目
で
責
任
感

の
強
い
人
が
多
く
、
辛
さ
と
自
信
喪
失
で
何
も

で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。『
元
気
を
だ
せ
！
』
 

『
し
っ
か
り
し
ろ
！
』『
期
待
し
て
い
る
よ
』
な

ど
、
た
と
え
善
意
で
あ
っ
て
も
叱
咤
激
励
は
禁

物
で
す
。
 

　
う
つ
病
は
十
分
に
休
養
し
て
適
切
な
治
療
を

受
け
れ
ば
必
ず
治
る
病
気
で
す
。
で
き
る
だ
け

早
め
に
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
本
人
が

受
診
し
た
が
ら
な
い
場
合
は
ま
ず
、
家
族
だ
け

で
相
談
す
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。
 

 ・
規
則
正
し
い
生
活
 

・
十
分
な
睡
眠
 

・
趣
味
や
運
動
で
気
分
転
換
 

  　
う
つ
病
は
「
こ
こ
ろ
の
カ
ゼ
」
と
も
い
わ
れ
 

る
よ
う
に
、誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の
あ
る『
こ
 

こ
ろ
の
現
代
病
』
で
す
。感
情
や
意
欲
、思
考
、
 

身
体
の
様
々
な
面
に
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
 

　
症
状
が
進
む
と
日
常
生
活
に
支
障
が
で
た
り
、
 

自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
特
に
中
高
 

年
者
に
う
つ
病
に
よ
る
自
殺
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
の
福
島
県
の
自
殺
死
亡
数
は
５
７

９
人
で
、
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
　
位
。
こ
れ
は
平

均
し
て
毎
日
１
〜
２
人
の
人
が
自
殺
に
よ
り
死

亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

30

16

10

47

し
っ
た
 

うつ病はこころのカゼ ″ ″ 

昇進　就職　退職　引越し 
離婚　失恋　結婚　出産 
子どもの独立 
家族の病気や死など 
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　２月２６日、会津大学短期大学部助教授の西村政 
子先生を講師に迎えて、減塩講習会が西会津中学校 
で行われました。 
　講習会には、食生活改善推進員、ホームヘルパー 
そして食生活教室生など２７名が参加し、実際に調 
理実習をとおして、西村先生から減塩料理をおいし 
く作るポイントなどを教わりました。 

　２月２６日、西会津国際芸術村で、１年間創作活 
動をしてきたリトアニア共和国の芸術家、ベネディ 
カス・ケステュティスさんとブタナヴィチュウス・ 
ヴァレンティナスさんの送別会が行われました。 
　２人には、芸術村での創作活動のほかに、町の芸 
術振興や情報発信にも貢献いただきました。また、 
それぞれの作品を、町に寄贈していただきました。 
　送別会には、町・芸術村関係者のほか、２人を支 
援してきた町民の方々など約７０名が出席し、出席 
した皆さんは、２人との別れを惜しむとともに、こ 
れからの活躍にエールを贈っていました。 

　
３
月
　
日
、西
会
津
中
学
校
で
、
 

東
京
芸
術
大
学
の
浦
川
宜
也
教
授
 

と
音
楽
学
部
器
楽
科
学
生
に
よ
る
 

コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
西
会
津
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
　
 

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
町
及
び
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
会
津
国
際
芸
術
村
 

の
主
催
で
行
わ
れ
、
東
京
芸
術
大
 

学
の
学
生
た
ち
が
、
３
日
間
の
音
 

楽
合
宿
で
本
町
を
訪
れ
て
い
た
こ
 

と
が
縁
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
 

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
訪
れ
た
観
客
は
、
 

目
の
前
で
奏
で
ら
れ
る
弦
楽
器
の
 

力
強
い
生
の
音
色
に
魅
了
さ
れ
て
 

い
ま
し
た
。
 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
３
月
９
日
、
町
喫
煙
対
策
推
進
員
会
に
よ
る
、
 

分
煙
化
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
、
 

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
小
学
校
低
学
年
の
部
５
作
 

品
、
同
高
学
年
の
部
　
作
品
、
一
般
の
部
１
作
品
 

の
計
　
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
最
優
秀
及
び
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
 

町
公
共
施
設
や
集
会
所
等
に
掲
示
し
、
施
設
の
分
 

煙
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

最
優
秀
賞
　
宮
川
　
祐
津
さ
ん
（
奥
川
小
１
年
）
 

優
秀
賞
　
　
安
部
　
　
希
さ
ん
（
野
沢
小
３
年
）
 

　
　
　
　
　
長
谷
川
陽
平
く
ん
（
尾
野
本
小
５
年
）
 

佳
　
作
　
　
生
方
　
歩
高
く
ん
（
尾
野
本
小
４
年
）
 

　
　
　
　
　
高
橋
　
俊
樹
く
ん
（
新
郷
小
６
年
）
 

16

10

17

（右から高橋くん・生方くん・長谷川くん・安部さん・宮川さん） 
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す
べ
て
に
や
さ
し
い

す
べ
て
に
や
さ
し
い
 

　
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て

　
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

 　
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
 

し
め
る
「
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
充
実
 

を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
主
体
的
に
運
営
で
 

き
る
体
制
づ
く
り
と
、
各
団
体
間
の
連
携
強
化
 

を
図
り
ま
す
。
 

      　
国
際
芸
術
村
事
業
に
よ
る
外
国
人
芸
術
家
と
 

の
交
流
を
と
お
し
た
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
 

と
と
も
に
、
芸
術
鑑
賞
等
を
と
お
し
て
芸
術
を

愛
好
す
る
豊
か
な
心
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
 

　
ま
た
、
芸
術
文
化
団
体
の
育
成
と
町
民
の
芸
 

術
文
化
活
動
の
促
進
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
 

 　
民
俗
文
化
の
伝
承
と
後
継
者
の
育
成
と
確
保
、
 

文
化
財
の
調
査
及
び
保
存
な
ど
、
文
化
遺
産
の
 

調
査
、
記
録
、
保
存
、
伝
承
に
努
め
ま
す
。
 

 　
家
庭
は
子
ど
も
の
人
格
形
成
上
、
最
も
重
要
 

な
場
で
、
教
育
の
原
点
で
す
。
家
庭
で
の
健
全
 

な
育
成
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
「
家
庭
教
育
講
 

座
」や「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」を
開
催
し
ま
す
。
 

 　
「
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
学
 

ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
習
の
場
の
提
供
を
図
り
、
 

生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
 

 　
町
民
美
術
展
、
文
化
と
産
業
祭
、
生
涯
学
習
 

発
表
会
な
ど
生
涯
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
す
 

る
場
を
設
け
、
生
涯
学
習
の
活
発
化
に
努
め
ま
 

す
。
 

                 　
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
 

た
地
域
間
の
交
流
を
図
る
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
行
事
の
開
催
と
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
等
の
養
成

を
行
い
ま
す
。
 

    　
公
民
館
は
、
生
涯
学
習
を
と
お
し
て
、
す
べ
 

て
に
や
さ
し
い
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
、
各
種
 

事
業
を
行
う
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
 

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
 

　
今
月
号
で
は
、
平
成
　
年
度
の
重
点
目
標
と
 

主
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

     　
学
校
と
の
連
携
・
融
合
に
よ
る
子
ど
も
の
居
 

場
所
づ
く
り
と
安
全
確
保
の
た
め
、
奥
川
地
区
 

の
児
童
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
き
た
「
放
課
後
 

子
ど
も
教
室
」
を
、
新
た
に
群
岡
と
新
郷
地
区

の
児
童
を
対
象
に
、
週
２
日
の
放
課
後
と
月
１

回
程
度
、
休
日
に
行
い
ま
す
。
 

 　
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
と
お
し
て
青
少
年
の
健
 

全
育
成
と
自
立
心
を
養
う
た
め
、
野
沢
と
尾
野
 

本
地
区
の
児
童（
３
年
生
以
上
）を
対
象
に「
ふ
 

る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
 

め「
お
は
な
し
の
会
」や
、工
作
を
と
お
し
て
子

ど
も
た
ち
の
独
創
性
・
創
造
性
を
育
て
る
「
キ
 

ッ
ズ
・
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ
 

い
体
験
を
と
お
し
て
自
然
環
境
保
護
意
識
の
向

上
と
、
四
季
折
々
の
自
然
を
体
験
し
、
生
き
る

力
と
豊
か
な
心
の
育
成
を
図
る
た
め
「
エ
コ
ク

ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

19
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    ○
対
象
者
…
群
岡
小
学
校
児
童
 

○
開
催
日
…
毎
週
月
・
金
曜
日
　
時
〜
　
時
 

 
 
 
 
 
月
１
回
程
度
、
休
日
９
時
〜
　
時
 

  ○
対
象
者
…
新
郷
小
学
校
児
童
 

○
開
催
日
…
毎
週
火
・
木
曜
日
　
時
〜
　
時
 

　
　
　
　
　
月
１
回
程
度
、
休
日
９
時
〜
　
時
 

　
活
動
は
５
月
か
ら
行
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
 

容
は
、自
主
学
習
や
昔
遊
び
、ス
ポ
ー
ツ
全
般
、
 

自
然
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
す
。
 

　
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
安
全
管
 

理
員
を
設
置
し
て
行
い
ま
す
。
 

  ○
対
象
者
…
小
学
生
と
保
護
者
 

○
開
催
日
…
年
４
回
（
１
日
〜
２
日
間
）
 

　
活
動
内
容
は
自
然
散
策（
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
）、
 

キ
ャ
ン
プ
、
キ
ノ
コ
の
生
態
の
学
習
と
キ
ノ
コ
 

料
理
、
雪
上
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
で
す
。
 

  ○
対
象
者
…
群
岡
・
新
郷
・
奥
川
地
区
住
民
 

○
開
催
日
…
年
６
回
で
半
日
程
度
 

　
活
動
内
容
は
、
地
域
の
清
掃
や
高
齢
者
宅
の
 

除
雪
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
昔
遊
び
や
 

伝
統
行
事
、
親
子
料
理
な
ど
、
子
ど
も
と
保
護

者
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
活
動
を
中
心
と
し
た

教
室
で
、
地
域
の
方
々
か
ら
学
び
、
そ
し
て
お

互
い
を
支
え
あ
う
心
を
育
む
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
 

14

17
12

14

17
12

　今年も、全国各地から多くのランナーが集う奥川健康マラソン大会を、町と地元奥川地区の方々との協働で 
開催します。 
　町民の皆さんの参加を心からお待ちしております。 
◆日　　時　　６月１７日（日） 
　　　　　　　午前１０時から順次スタート 
◆会　　場　　奥川小学校グラウンド 
◆参加資格　　小学校１年生以上で健康な方 
　　　　　　　　　※車椅子での参加はできません。 
　　　　　　　　　※参加は１人１種目です。 
◆参 加 料　　親子・高校生２，０００円 
　　　　　　　小中学生１，０００円 
　　　　　　　一　　般２，５００円 
◆申込方法　　大会要項についている払込取扱票に必要事項をもれなく記入し、参加料を郵便局から振り込む 
　　　　　　か、直接大会事務局又は町公民館（野沢）へお持ちください。 
◆申込期限　　５月７日（月） 
 
　【申込み（問い合せ先）】奥川健康マラソン大会実行委員会事務局（役場奥川支所内） 
　　　　　　　　　　　　　　　４９－２００１／Fax４９－２７６４ 



10

みんなの広場 みんなの広場 
目
黒
久
美
子
 

　
　
〔
牛
　
尾
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
五
十
嵐
和
代
さ
ん
（
滝
坂
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「
『
流
転
の
海
シ
リ
ー
ズ
（
宮
本
輝
・
新
潮
社
）』
仕
事
が
思
う
よ
う
 

に
進
ま
な
く
て
落
ち
込
ん
で
い
た
と
き
に
、
ふ
と
手
に
と
っ
た
本
が
こ
 

の
本
で
し
た
。
読
み
終
え
た
と
き
は
、
す
っ
き
り
と
し
た
気
分
に
な
り
、
 

元
気
に
な
り
ま
し
た
。
何
か
に
つ
ま
ず
い
て
落
ち
込
ん
で
い
る
方
に
読
 

ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
」
 

　
「
主
人
公
、
松
坂
熊
吾
と
い
う
男
の
生
き
様
を
描
い
た
作
品
で
す
。
 

や
く
ざ
を
も
恐
れ
ぬ
ど
う
猛
さ
を
持
ち
な
が
ら
涙
も
ろ
く
、
事
業
の
才
 

覚
は
鋭
い
の
に
自
ら
進
ん
で
人
に
だ
ま
さ
れ
る
よ
う
な
、
不
思
議
な
魅
 

力
に
あ
ふ
れ
る
人
物
の
物
語
で
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「
４
部
作
か
ら
な
る
大
河
長
編
作
品
で
す
。
主
人
公
が
　
歳
に
し
て
 

子
宝
に
恵
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
物
語
は
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
 

が
、
と
に
か
く
破
天
荒
な
生
き
方
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
ま
す
。
 

　
こ
の
男
の
口
癖
で
あ
る
『
何
が
 

ど
う
な
ろ
う
と
た
い
し
た
こ
と
は
 

あ
り
ま
せ
ん
』
と
い
う
言
葉
が
様
 

々
な
場
面
で
出
て
き
ま
す
が
、
こ
 

の
言
葉
に
、
何
だ
か
癒
さ
れ
慰
め
 

ら
れ
ま
す
。
 

　
今
、
第
２
部
を
読
み
終
え
ま
し
 

た
が
、
そ
の
先
が
と
て
も
気
に
な
 

る
の
で
、
第
４
部
ま
で
読
ん
で
み
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　佐藤としよさん（3月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　頼りにしています。これからも 
よろしくお願いいたします。 

あなたの趣味は？ 
　読書 
 
あなたの特技は？ 
　手芸 
 
熱中していることは？ 
　パッチワーク 
 
あなたのモットーは？ 
　いつもねばり強く 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　のんびり屋 

これからやってみたいことは？ 
　自分の時間をゆったりと、 
音楽でも聴きながら、パッチ 
ワークをやりたいです 
 
最近感動したことは？ 
　大宜味村の子どもたちによ 
る力強いエイサーは感動しま 
した 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ・Ｔさん（西平） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
子
ど
も
に
作
っ
て
あ
げ
た
リ
ュ
ッ
ク
 

　
サ
ッ
ク
』
 

　
「
紙
オ
ム
ツ
を
２
枚
く
ら
い
入
れ
て
、
 

　
　
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
く
姿
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
 

　
　
大
切
に
し
ま
っ
て
お
き
ま
し
た
。
」
 

50
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◆期日前投票◆ 
　　投票日に仕事や何らかの用事で投票区以外へ 
　出かける場合は、福島県議会議員一般選挙は、 
　３月３１日（土）から４月７日（土）まで、参 
　議院福島選出議員補欠選挙は４月６日（金）か 

　ら４月２１日（土）まで、役場前キャッシュコ 
　ーナーわきの「期日前投票所」で期日前投票を 
　することができます 

●枯れ草等のある、火災の起こりやすい場所では、 
　たき火をしない！ 
●たき火等、火気使用後、その場所を離れるときは 
　完全に消火する！ 
●強風時及び乾燥時には、たき火・火入れをしない！ 

４月１日～５月９日 

そ
の
他
の
刑
法
犯
 

万
引
き
 

自
動
車
盗
 

オ
ー
ト
バ
イ
盗
 

自
転
車
盗
 

自
動
販
売
機
ね
ら
い
 

車
上
ね
ら
い
 

ひ
っ
た
く
り
 

そ
の
他
の
侵
入
盗
 

事
務
所
荒
し
 

忍
込
み
 

出
店
荒
し
 

空
き
巣
 

強
盗
 

全
刑
法
犯
合
計
 

喜多方署管内 

西会津町内 

20 

3

1 2 

1

3 4 3 

1

7 

1

区　　分 

45
24

29

1117

17

15

20

20

30
18

25

10

30

26 20 ,

12

  　
４
月
１
日
か
ら
町
の
公
金
の
収
納
 

と
支
払
い
を
取
り
扱
う
指
定
金
融
機
 

関
が
「
会
津
信
用
金
庫
」
か
ら
「
会
 

津
い
い
で
農
業
協
同
組
合
」
に
変
更
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
東
邦
銀
行
喜
多
方
支
店
や
 

会
津
信
用
金
庫
西
会
津
支
店
、
会
津
 

商
工
信
用
組
合
西
会
津
支
店
で
も
収
 

納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
公
金
の
収
 

納
を
取
り
扱
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
変
更
に
伴
う
手
続
き
 

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
 

ど
お
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

  　
町
で
は
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
 

に
も
町
の
情
報
や
話
題
を
提
供
す
る
 

た
め
、
毎
月
「
広
報
に
し
あ
い
づ
」
 

を
郵
送
に
よ
り
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
親
戚
や
知
人
の
方
な
ど
、
 

購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
申
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

◆
購
読
料
　
年
間
２
　
０
０
０
円
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
ヵ
月
分
）
 

　
な
お
、
購
読
料
は
郵
便
小
為
替
で
 

送
金
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
地
域
活
性
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
３
 

   　
所
得
税
と
個
人
事
業
者
の
消
費
税
 

の
振
替
納
税
（
振
替
）
日
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

　
口
座
振
替
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
 

は
、延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
、

預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

◆
所
得
税
　
４
月
　
日
（
金
）
 

◆
個
人
事
業
者
の
消
費
税
 

　
　
　
　
　
４
月
　
日
（
木
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
管
理
徴
収
担
当
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
５
１
 

  　
会
津
保
健
所
で
は
、エ
イ
ズ
相
談
・
 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
検
査
日
　
毎
週
水
曜
日
 

　
４
月
４
、
　
、
　
、
　
日
 

　
９
時
〜
　
時
　
分
 

◆
夜
間
開
催
　
第
１
・
３
火
曜
日
 

　
４
月
３
、
　
日
 

　
　
時
　
分
〜
　
時
　
分
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
保
健
所
感
染
症
予
防
チ
ー
ム
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
５
１
４
 

    　
喜
多
方
警
察
所
管
内
で
は
、
２
月
 

中
　
件
の
犯
罪
が
発
生
し
て
お
り
、
 

西
会
津
町
で
は
、
工
事
現
場
の
作
業
 

小
屋
の
事
務
所
荒
ら
し
、
ス
ー
パ
ー

で
の
万
引
き
、
温
浴
施
設
で
の
脱
衣

所
ね
ら
い
の
被
害
３
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
 

　
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
鍵
か
 

け
と
声
か
け
を
励
行
し
、
自
転
車
は
 

二
重
ロ
ッ
ク
、
自
動
車
は
ロ
ッ
ク
の
 

励
行
と
外
部
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
 

品
物
や
現
金
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

　
不
審
な
人
物
や
自
動
車
を
見
た
ら
 

警
察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
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八　島　キイノ（91）静　枝　　母　　芝　草 

清　野　寅　一（78）敬　藏　　父　　堀　越 

小　柴　ウメノ（86）龍　夫　　母　　萱　本 

長谷川　チ　ヨ（89）正　義　　母　　松　尾 

渡　部　作　次（92）春　男　　父　　黒　沢 

安　部　ト　ク（80）富　夫　　母　　山　口 

佐　藤　　　勝（84）教　男　　父　　白　坂 

佐　藤　ハルミ（93）金　悦　　母　　白　坂 

伊　藤　トミ子（79）　榮　　　妻　　平　明 

仲　川　オトキ（88）文　夫　　母　　平　明 

小　柴　幸　雄（77）晴　男　　父　　戸　中 

小　林　十右エ門（87）　茂　　　父　　山　浦 

石　井　元　甲（94）　進　　　父　　中　町 

人　口　　８，４９９人　　　－１６人 
　男　　　４，０７６人　　　－　６人 
　女　　　４，４２３人　　　－１０人 
世　帯　　２，９５２世帯　　±　０世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

岩　原　茉　佑ちゃん　仁・祐美　　　安　座 
 
清　野　　　樹く　ん　憲宏・理恵子　下小島 
　　　　　　　　　　　　　　　（１２月受付分） 
 
安　部　和　葉ちゃん　勝俊・恵理　　山　口 

ま ゆ 

かず は 

いつき 

須　藤　　　淳　　安　座 
高　橋　恭　子　　新潟県三条市 
 
長谷川　祐　一　　縄　沢 
平　野　絵　梨　　３町内 

◆日時　４月 6日（金） 

　　　　　　27日（金） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

4月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○固定資産税第１期 
○軽　自　動　車　税 

4月10日（火） 納期限 

5月 1日（火） 納期限 

佐 原 病 院  
猪 俣 医 院  
渡辺脳神経クリニック 
森 田 小 児 科医院  
七日町クリニック 
県 立 喜 多 方病院  
入 澤 病 院  
わかまつインターベンションクリニック 
扇町小児科アレルギー科医院 
山田整形外科医院 
佐藤整形外科医院 
小 野 病 院  
き た か た 診療所  
吉 田 内 科  
さとう小児科医院 
二 瓶 眼 科 医 院  
有 隣 病 院  
大 竹 内 科  
荒川胃腸科内科クリニック 
浜 崎 小 児 科 医院  
高 村 整 形 外 科  
佐 原 病 院  
君島内科消化器科クリニック 
なるせとみこレディースクリニック 
いいづかファミリークリニック 
穴沢耳鼻咽喉科医院 

0241（22）5321 
0241（22）0264 
0242（39）6060 
0242（27）7686 
0242（32）2411 
0241（22）2181 
0241（22）0267 
0242（32）1558 
0242（25）5515 
0242（26）2772 
0242（83）1155 
0241（22）0414 
0241（23）3611 
0242（27）0537 
0242（24）0830 
0242（22）1932 
0241（22）2181 
0241（22）0241 
0242（32）2201 
0242（27）0951 
0242（28）3319 
0241（22）5321 
0241（24）5800 
0242（37）7851 
0242（32）3330 
0242（29）0033

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 

４月 7日（第１週）受付時間11時まで 
４月21日（第３週）　　　　〃 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

う え の 歯 科 医院  
森 川 歯 科  
大 友 歯 科 医 院  
や た べ 歯 科  
宮 澤 歯 科 医 院  
ヤ ナ ダ 歯 科  
金 子 歯 科 医 院  
山 口 歯 科  
さいとう歯科クリニック 
ヨ ネ ヤ マ 歯 科  

0241（21）8852 
0242（32）5648 
0242（84）1688 
0242（27）5791 
0241（21）1166 
0242（27）6934 
0242（56）3988 
0242（28）6482 
0241（38）3910 
0242（39）3567

8 
（日） 

15 
（日） 

22 
（日） 

29 
（日） 

30 
（月） 

8 
（日） 

15 
（日） 

22 
（日） 

29 
（日） 

30 
（月） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 


